
平
成
三
十
年
六
月
四
日
提
出

質
問
第
三
四
九
号

原
発
停
止
と
電
気
料
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

日

吉

雄

太

349



原
発
停
止
と
電
気
料
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
の
分
析
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
六
年
の
累
積
で
原
発
停
止
に
よ
る
火
力
燃
料

費
の
増
大
は
、
節
電
・
再
エ
ネ
・
化
石
燃
料
価
格
増
を
差
し
引
く
と
、
せ
い
ぜ
い
七
兆
円
。
ま
た
、
再
エ
ネ
賦
課
金
と
電
気
料

金
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
二
〇
三
〇
年
を
ピ
ー
ク
に
下
が
る
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

震
災
後
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
の
は
、
原
発
が
止
ま
り
火
力
発
電
の
燃
料
費
が
増
え
た
か
ら
と
し
て
い
る

が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
燃
料
費
以
上
に
、
停
止
中
の
原
発
を
維
持
・
管
理
す
る
た
め
に
巨
額
の
費
用
が
当
て

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

一
般
家
庭
の
電
気
料
金
が
上
昇
し
て
い
る
の
は
、
火
力
発
電
に
お
け
る
燃
料
費
に
加
え
、
停
止
中
の
原
発
の
巨
額
な
維

持
・
管
理
費
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
お
伺
い
す
る
。

二

東
京
電
力
及
び
関
西
電
力
に
つ
い
て
、
一
般
家
庭
向
け
電
気
料
金
に
含
ま
れ
て
い
る
停
止
中
の
原
発
関
連
経
費
に
つ
い
て

は
、
項
目
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

三

多
く
の
原
発
が
止
ま
り
、
火
力
発
電
の
燃
料
費
が
増
え
、
電
気
料
金
が
上
が
る
の
で
、
原
発
の
再
稼
働
を
急
ぐ
と
し
た
政

一



府
の
姿
勢
は
、
間
違
っ
て
い
る
。
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
、
火
力
発
電
の
燃
料
費
の
増
大
の
ほ
か
、
停
止
中
の
原
発
に
お
け

る
巨
額
の
維
持
・
管
理
費
を
補
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。
稼
働
中
の
原
発
を
直
ち
に
止
め
、
す
べ
て
の
原
発
を
廃
炉
計
画

に
組
み
入
れ
、
原
発
の
維
持
・
管
理
費
分
の
電
気
料
金
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
姿
勢
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


